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【公表日】平成20年1月10日(2008.1.10)
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   Ａ６１Ｂ  17/39    ３１０　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月14日(2008.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
医療デバイスを位置決めし、身体内の組織を切除するシステムにおいて：
　前記組織の切除に適した電流を発生し、エネルギィ送出デバイスにその電流を提供する
電源であって、前記エネルギィ送出デバイスが前記組織へ前記電流を提供して当該組織を
切除するように構成されている、電源と；
　三次元基準座標システムを設定して、当該基準座標システム内の前記エネルギィ送出デ
バイスの位置を決定するナビゲーションシステムと；
　前記電源とナビゲーションシステムを始動する間に、前記電源とナビゲーションシステ
ムの各々についてデューティサイクルを有するタイミング信号に応じて、前記ナビゲーシ
ョンシステムが前記組織を切除する間に前記電源電流から有意な干渉を受けることなく動
作するように切替を行うコントローラと；
を具えることを特徴とするシステム。
【請求項２】
請求項１に記載のシステムにおいて、前記電源が高周波発生器を具えることを特徴とする
システム。
【請求項３】
請求項１に記載のシステムにおいて、前記ナビゲーションシステムが超音波ナビゲーショ
ンシステムであることを特徴とするシステム。
【請求項４】
請求項１に記載のシステムにおいて、前記電源とナビゲーションシステムの各々について
のタイミング信号が互いに対して交番することを特徴とするシステム。
【請求項５】
請求項１に記載のシステムにおいて、前記電源についてのタイミング信号が約８０％－９
０％のデューティサイクルを有することを特徴とするシステム。
【請求項６】
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請求項５に記載のシステムにおいて、前記コントローラが約１０％－２０％のデューティ
サイクルを有する前記ナビゲーションシステムについてのタイミング信号を提供すること
を特徴とするシステム。
【請求項７】
請求項１に記載のシステムにおいて、前記デューティサイクルが前記コントローラ内でプ
ログラムされていることを特徴とするシステム。
【請求項８】
請求項１に記載のシステムにおいて、前記デューティサイクルが固定であることを特徴と
するシステム。
【請求項９】
請求項１に記載のシステムにおいて、前記コントローラが更に、前記ナビゲーションシス
テムを始動する前に前記電源によって提供された前記電流の減衰を促進する回路を具える
ことを特徴とするシステム。
【請求項１０】
請求項１に記載のシステムにおいて、前記エネルギィ送出デバイスが切除カテーテルを具
えることを特徴とするシステム。
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